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■■  ははじじめめにに  
2011年3月に発生した東日本大震災に起因する東京電

力福島第一原子力発電所事故（東電原発事故）後、農作
物の放射性セシウム吸収挙動および吸収抑制方法（カリウ
ム施肥）について多くの研究が行われてきたが、植物体内
における詳細な動態については明らかにされていない。ま
た、農作物のうちダイズはセシウム吸収量が比較的多い傾
向にあり、根系からの元素吸収において根粒等の共生菌
の関与が示唆されている。ダイズ根系におけるセシウムと
共存元素の吸収機構を解明することは、ダイズのセシウム
移行低減技術の開発に不可欠である。本研究では、ポジト
ロン放出核種である127Cs（半減期：6.25 h）を用いたリアルタ
イムイメージング技術(PETIS)1) を用いて、ダイズ根系にお
ける根および根粒部分のセシウムの局在と共存元素の存
在下における吸収動態を明らかにすることを目的とした。 

 
■■  実実験験  
１．植物（ダイズ）試料の調製 

播種時に根粒菌を接種したダイ
ズ(エンレイ)を水耕栽培により約1
ヶ月栽培し127Csを用いたリアルタ
イムイメージング解析に用いた
(Fig.1)。作物のセシウム吸収量は
共存するカリウム濃度の影響を強
く受けるため、実験開始前72時間
の水耕溶液中カリウム濃度を
無添加(-K条件)および通常
濃度(+K条件)とし、各カリウム
濃度条件への順化を行った。 
２．ポジトロンイメージング解析 

ダイズ根系から127Csを12時間吸収
(パルス実験)させ、その後に127Csを含
まない水耕液に交換(チェイス実験)す
るパルス-チェイスイメージングを実施
し、根系のセシウム吸収と地上部への
セシウム移行について解析
を実施した(Fig.2)。 
 
■■  結結果果とと考考察察  
１．セシウム吸収におけるカリウム共存の影響 

127Csを用いたリアルタイムイメージング解析において、-
K条件ではダイズ根全域および根粒部分に127Csが急速に

吸収され(Fig.3 (a))、根粒部分へ集積する様子が確認され
た。一方、+K条件では、根全域への顕著な127Cs吸収は見
られなかったが、特に根粒部分への集積が確認された
(Fig.3 (b))。-Kおよび+K条件で根および根粒部位に取り込
まれる127Cs量が大きく異なり、カリウム添加により根および
根粒の127Csシグナルが数倍から10倍程度低くなり、セシウ
ム吸収量が大きく制限されたことが確認された。 
2．大豆根系におけるセシウム輸送挙動 

チェイス実験における時間経過とともに、-K条件で根粒
部位における127Csシグナルが徐々に増加傾向を示し、根
からの内部輸送に由来するセシウム蓄積であると考えられ
た2)。また、シグナル解析から根粒表面を経由する127Cs吸
収も確認され、根粒は表面および根からの内部輸送によ
り、127Csを蓄積していると考えられた。これまでの解析によ
り、根粒組織はセシウムを蓄積しやすい組織である3）ととも
に、根と根粒間でのセシウム移動が確認され、根粒組織も
地上部へのセシウム供給に関与していることが示唆され
た。 
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Fig.1. 実験容器内に設置した

ダイズの様子 

Fig.2. ポジトロンイメージング

装置内での実験の様子 

Fig.3. PETIS を用いた大豆根系の 127Cs リアルタイム

イメージング (チェイス実験(2 時間後)) 
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